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ハートライフ薬局は、岡山市内に 3 店舗（北区 2 店舗：京町店、西大寺町店・南区 1 店

舗：浦安店）を展開しており、3 店舗のいずれもが内科（消化器科、呼吸器科、血液内科）開業

医と連携している。各薬局の現状は以下の通りである。

・浦安店：岡山市南区。開局 19 年。処方せん枚数は約 13100 枚/年。処方せん受付総医療機関

数は約 80 医療機関/年。

・京町店：岡山市北区。開局 16 年。処方せん枚数は約 9700 枚/年。処方せん受付総医療機関数

は約 60 医療機関/年。

・西大寺町店：岡山市北区。開局 5 年。処方せん枚数は約 8000 枚/年。処方せん受付総医療機

数は約 50 医療機関/年。

３店舗とも門前医院との在宅連携に加え、周囲の医療機関とともに在宅医療に取り組んでいる。

いずれの薬局も調剤時は薬剤師 1 名、医療事務 2 名の体制であり、総員として薬剤師 2 名、医

療事務 2 名である。

薬局の背景

考 察

【2016 年ヒヤリハット事例の解析について】 今回の解析により、本薬局におけるヒヤリハット事例（451 件）の多くが＜処方入力時

＞および＜調剤時＞に発生していることが明らかとなった。さらに、詳細な集計・解析を行った結果、調剤時における数量に関するヒ

ヤリハットが全ヒヤリハット事例の 17.1 %（77 件）と最も高い値を示した。全国規模で行われた公益財団日本医療機能評価機構によ

る「薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業 平成 27 年年報」では、全国で 4779 件のヒヤリハット事例が報告され、この内、3727

件 (78.0 %) が調剤に関する事例であった。さらに、調剤に関する小分類の結果では数量間違いが全体の 22.1 % に相当する 1054 件

であったことから、本薬局におけるヒヤリハット事例の発生は比較的低く抑えられていると考えられる。

【ヒヤリハットの発生に関する 2016 年と 2015 年の比較について】 ヒヤリハット発生件数について 2016 年と 2015 年を比較する

と、件数自体は 2015 年：545 件から 2016 年451 件と顕著な減少が認められた。原因として、 ＜調剤時＞における数量間違いの減少

に起因する＜調剤時＞に関する発生件数の減少が考えられる。さらに、業務への慣れも関与すると推察される一方、管理帳簿への記載

忘れの可能性が懸念される。また、薬剤師個々のヒヤリハット数について年間集計を行った結果、最大 140 回超から最低 0 回と幅広

く、ヒヤリハットに関する個々の認識が異なる可能性が示唆された。

【調剤過誤について】 最終監査をすり抜け、調剤過誤に至った事例が 25 件発生したが、幸いにも患者に影響を及ぼす事例はなかっ

た。この多くが薬剤の渡し忘れと規格間違いが原因であった。調剤過誤が発生した原因を検討したが、管理帳簿への記載事項の不明確

さや記載事項不足により追跡調査が困難であった。

【正確なヒヤリハット事例の収集を行うための提案】 今回の解析を行う際に最も危惧された点は、情報の正確性であった。上述のよ

うに、「管理帳簿への記載漏れ・不明確さ」や「確認の曖昧さ」が否定できず、改善の余地があると考えられる。これらの点を踏まえ、

具体的な改善策として全店舗共通のヒヤリハット調査票の採用を考えている。本調査票に必要事項を記入・チェックし、時間経過後も

事例の追跡を可能とするものである。本調査票の採用により、より正確で追跡可能なヒヤリハット事例の収集が可能になると期待され

る。さらに、項目や記載内容については必要に応じて追加・削除を行うことを考えている。

結 論

本薬局におけるヒヤリハット事例発生の最大要因
は、全国と同様に＜調剤時＞における「数量間違
い」であることが明らかとなった。

一方で、問題点として薬剤師個々の認識が異なる
ことにより、全てのヒヤリハット事例が記載されて
いない可能性が考えられた。

改善するために記載事項やデータの収集法につい
て検討の余地があり、改善策の提案を行った。
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利益相反の開示

今回の発表に関し、開示すべき利益相反はありま
せん。

・調査期間中、全処方箋受付回数（30,864 件）の 1.5 % にあたる 426 件のヒヤリハットおよび 0.08 % にあたる 25 件の調剤過誤の

発生が確認された。

・各店舗のヒヤリハット発生件数は、浦安店：144 件、京町店：143 件、西大寺店：139 件であった。一方、調剤過誤発生件数は、浦

安店：18 件、京町店：7 件、西大寺店：0 件であった。

・ヒヤリハット事例（ヒヤリハット + 調剤過誤：451 件）の発生頻度は、処方入力時：207 件 (45.9 %) ＞ 調剤時：203 件 (45.0 %)

＞ 最終監査時：26 件 (5.8 %) ＞ その他：14 件 (3.1 %) ＞ 服薬指導時：1 件 (0.2 %) の順であった。

・発生頻度が高い「処方入力時」および「調剤時」については小分類を行った。

・処方入力時（207 件）の小分類については、いずれの項目も同程度の発生件数を示した。

・調剤時（203 件）の小分類においては、38 % に相当する 77 件の「ⅰ：数量」に関する事例が最多の発生件数を示し、以下、薬剤

（38 件）＞ 規格（37 件）＞ 一包化（26 件）＞ 調剤漏れ（20 件）＞ その他（5 件）であった。

・ヒヤリハット事例の発生件数を 2016 年と 2015 年で比較した結果、「B：調剤時」における発生件数が 2015 年：426 件から 2016

年：203 件へと減少が認められた。

・調剤時の小分類において、特に「数量」に関する事例が 221 件（2015 年）から 77 件（2016 年）へと顕著な減少が認められた。

結 果

目 的

重大な副作用を未然に防止し、患者に対して安全な薬物療法を提供するため

に、保険薬局におけるヒヤリハット事例を収集・分析することは薬剤師にとっ

て重要な業務の一つである。調剤薬局におけるヒヤリハットの定義が明確では

ないため、本解析では「患者の手に渡る前に気づくことができた事例」をヒヤ

リハットと定義し、調剤過誤を含めたヒヤリハット事例について調査・分析を

行った。併せて、結果を前年（2015 年）と比較するとともに課題および対応策

について検討を行った。

調査期間は 2016 年 1 月から 2016 年 12 月までの 1 年間とし、当社全 3

店舗で応需した全処方箋を対象として行った。ヒヤリハット事例は、管理に関

する帳簿に記載されたデータを基に収集を行った。事例の内容はカテゴリ別に

分類し、集計を行った。

方 法
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2016 年 店舗別ヒヤリハット・調剤過誤発生率

＜ ヒヤリハット調査票の提案 ＞

2016 年 ヒヤリハット事例（全店舗）の分類

＜調剤時＞

��5��


���


��5��


2�5��


3�0
5
��


���5
��


�	�5�


�0
�1
����

��1
����

26541
���

37��1
��

	
�
���

����

＜大分類＞

＜処方入力時＞
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2016 年と 2015 年の比較
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ヒヤリハット発生件数の比較
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